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花
粉
症
は
、
植
物
の
花
粉
に

よ
っ
て
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の

病
気
で
す
。
樹
木
や
草
花
の
花
粉

が
飛
ぶ
季
節
に
、
花
粉
が
目
や
鼻

の
粘
膜
に
着
く
こ
と
で
症
状
が
現

れ
ま
す
。
原
因
と
な
る
植
物
は　
５０

種
以
上
も
あ
り
代
表
は
ス
ギ
で
す
。

ま
た
花
粉
症
は
、
遺
伝
的
な
体
質
、

気
密
性
の
高
い
住
居
、
食
生
活
の

変
化
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て

も
起
こ
り
ま
す
。
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く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、

目
、
の
ど
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど

の
「
首
か
ら
上
」
の
症
状
が
主
で

す
が
熱
感
や 
倦  
怠  
感 
を
伴
う
こ

け
ん 
た
い 
か
ん

と
も
あ
り
ま
す
。
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人
間
の
体
に
は
、
体
内
に
侵
入

し
た
外
敵
を
取
り
除
こ
う
と
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
鼻
水
で
洗
い

流
そ
う
と
し
た
り
、
く
し
ゃ
み
で

吹
き
飛
ば
そ
う
と
し
た
り
す
る
の

で
す
。
た
だ
、
人
に
よ
っ
て
は
あ

る
特
定
の
異
物
（
抗
原
）
が
入
っ

て
く
る
と
こ
の
働
き
が
行
き
過
ぎ

て
過
剰
反
応
（
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
）
を
起
こ
し
ま
す
。
花
粉
症
は

体
に
侵
入
し
た
花
粉
を
敵
と
認
め

て
反
応
し
て
し
ま
う
過
敏
な
体
質

の
人
に
起
こ
る
の
で
す
。
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ま
ず
は
、
早
め
に
専
門
の
医
者

に
診
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
治

療
は
「
花
粉
症
か
ど
う
か
」
か
ら

始
ま
り
「
ど
の
花
粉
が
原
因

か
？
」
な
ど
調
査
し
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
治
療
を
し
ま
す
。
薬
は
、

症
状
が
ひ
ど
く
な
っ
て
か
ら
は
効

き
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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花
粉
か
ら
は
逃
げ
る
が
勝
ち
で
す
。

①
風
の
強
い
晴
れ
た
日
は
外
出
を

控
え
め
に
！

②
マ
ス
ク
や
ス
カ
ー
フ
、
プ
ロ
テ

ク
タ
ー
付
き
の
め
が
ね
や
ゴ
ー
グ

ル
、
帽
子
を
着
用
す
る
。

③
服
は
ス
ベ
ス
ベ
し
た
素
材
の
も

の
を
選
ぶ
。

④
家
に
入
る
前
は
、
持
ち
物
に
着

い
た
花
粉
を
は
ら
う
。

⑤
帰
っ
た
ら
、
手
・
顔
・
目
・
鼻

を
洗
い
う
が
い
を
す
る
。
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　例年、３～４月の晩霜による被害が多く見られます。
　気象情報には十分注意し万全の対策をおこなって下さい。
　霜注意報に十分注意し、地域気象の的確な予想が必要です。
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・降雨の後寒い北風が吹き、日中の最高気温が２０�以下である。
・ 宵 のうち風がやんで（風速３．５ｍ以下）、夜になって晴れあがり、底冷えがする。

よい

・午後６時の気温が１０�以下、午後１０時に５�以下で、１時間に１�の割合で温度低下がみら
れる（第１図）。
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　①　防霜ファン
　　　　事前に点検を実施し、設定温度の確認・試運転の実施をおこないます。
　②　燃焼法
　 ファン等のないところは、あらかじめ燃焼資材の準備をしておきましょう。
　 防霜効果を高めるには、早朝の点火と点火数を多くすることが大切です。　　　　　
　　　　なお、廃油・古タイヤ等は産業廃棄物なので絶対に使用しないで下さい。
 燃焼資材（防霜ロック１０ａ当たり３０個、おがくず・米ぬか等１０ａ当たり５０個）
　③　被覆法
　　 古ビニールやタフベル等でトンネル掛けをおこないます。

��������	
���
������
�����������	
��
��������

��������	
��
�
���
��������	
��
������


